
 

                                                                                     

                                      

                                             

     

  本年度の佐々川流域の石橋群フォト・絵画コン 

テストの関連イベント、『石橋案内会』を 11 月 6 日 

（日）に実施しました。 

 前日から降り続く雨で、『今日はマイクロバスの中 

から窓越しに案内することになりそう』という心配 

がありました。ところが、国見の郷に参加者がやっ 

てくる段になって、雨は小雨になり、出発時には 

止み、その後は青空の下での石橋見学。何という 

恵まれた天候での石橋案内会になりました。 

  参加者は 7名。全てが佐世保市内の方で、世知原 

 4 名、吉井 2名、柚木 1名、横手 1 名。スタッフは 3 

 名（末永２と運転手・自然の家の福田さん）。参加者 

の平均年齢は 65 歳ですが、健康ウォーク等で普段歩 

きなれた方がほとんどでしたので、元気いっぱいの 

橋巡りでした。この石橋案内会に世知原少年自然の 

家からマイクロバスのご協力をいただきました。あ 

      りがとうございました 

 

     ご案内した石橋は、開作の桁橋、竜の氏橋、小岩橋、尾崎橋、野田橋、丑太郎橋、奥の口橋（以上世知原エリア）、 

曲川橋、古野橋、板樋橋、樋口橋、（以上吉井エリア、前岳橋、春明橋は車窓から）などⅠ3 基。 

  この石橋巡りは、例年と少し違った趣がありました。ちょうど国見の郷周辺の開作地区で収穫祭がおこなわれて

いて、取れたての新米やサツマイモなどが売られていました。参加者は新米のおにぎりをほおばりながら楽しい買

い物。また、小岩橋ではカシワの木に自生した大きなキクラゲ（耳茸）の収穫、また道々ではムカゴ獲り、そして

今咲き誇るツワブキや野菊の花を楽しく鑑賞しながらの石橋巡りでした。『これこそが石橋巡りだ』と案内する私も

感動ひとしおでした。 

  参加者の多くは、世知原エリアの石橋をよくご存知でしたが、特に吉井の石橋では「毎日のごと通るばってん 

気づかんやったあ」とか石橋の大きさ等に感動されていました。また、昼食と休憩を曲川橋展望所にしましたが、 

ここも大変好評で、「こんなところがあったとは…」と、石橋とその周辺整備に大変興味を起こされていました。 

  「石橋」をさらに豊かにカバーする秋という季節の風をいっぱいに吸い込んでの楽しいイベントでした。 

 

 

 

 

 

 

 

「奥の口橋」の絶景ポイントで       曲川展望所での昼食             初めて見上げる「樋口橋」 


